
令和６年度（2024年度）学校評価報告書

１ 本年度の重点目標

（１）健やかな身体を育み、自他の人格を尊重し、人間としての在り方・生き方を自覚する。
（２）幅広い知識と教養を身に付け、自ら進んで問題を解決し、社会の変化に対応する。
（３）目指すべき進路を見据え職業観を形成し、よりよい社会の発展に寄与する。

２ 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策

評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果

学習指導 ・観点別学習状況の評価は浸透しつつある ・ＩＣＴを活用したリモート授業につい
が、生徒の資質・能力の向上と教員の授 ても、多様な生徒に対応する柔軟な取
業改善につなげる取組が必要である。 組を進めてもらいたい。

・デジタル採点システムの活用について、 ・デジタル採点システムは学校における
今後も研究を進める必要がある。 働き方改革の観点からも活用願いたい。

改善方策 ・「主体的に学習に取り組む態度」を適切に評価する手順や方策の構築を進める。
・生徒の学びの機会の保障のために、ＩＣＴを活用した個別最適な学びを推進する。
・デジタル採点システムは、今後も生徒の学びの向上につなげる効果的な運用を図る。

生徒指導 ・生徒が自己と他者を尊重する心を育むと ・今後も限られた教員の過度な負担とな
ともに、「いじめ見逃しゼロ」をさらに らないよう、組織的な指導体制をお願
推進していく必要がある。 いしたい。

・ＳＮＳのトラブル等に対し、社会生活や ・多様な生徒に対して様々な対応がある
集団生活でのマナーや情報モラルの向上 と思うが、手稲高校の校風を大事にし
を図る取組が必要である。 て今後の学校づくりを進めて欲しい。

改善方策 ・年３回実施している学校生活アンケートを中心に生徒の状況を把握し、いじめ問題対
策委員会において組織的に状況を確認し、さらに丁寧な対応を進める。

・インターネット教室や薬物乱用防止教室などのほか、生徒の規範意識の向上を図る情
報発信に取り組む。

進路指導 ・今年度より「情報Ⅰ」の講習を開設する ・総合型選抜でも結果を出すなど、生徒
など共通テストに対応する取組を行った の努力と教員の進路指導の賜物である。
が、今後も大学入学者選抜の動向を見据 引き続き変化の時代に対応した質の高
えた対応が必要である。 い進路指導をお願いしたい。

・生徒の進路目標を実現するための「進路
シラバス」に関する研究が必要である。

改善方策 ・共通テストの受験科目や配点等に注視しながら、よりよい進路指導体制を構築する。
・教職員間での進路に関する情報共有や統一した指導のため、早い段階で進路指導に関
する校内研修を開催する。

信頼される ・地域人材や教育資源を活用した教育活動 ・１年次の「インターンシップ」や２年
学校づくり を推進し、学校説明会や学校だより、Ｗ 次の「学び探究ゼミ」、３年次の「テ

ｅｂページ等による積極的な情報発信に ーマ別研究」など魅力的な取組を行っ
より、地域の学校としてのＰＲをさらに ているので、今後も工夫をしながら手
進めていくことが必要である。 稲高校の良さを広く周知して欲しい。

改善方策 ・日程を変更して７月に実施した学校説明会は、本校の大きなＰＲの場となり好評だっ
たので、今後も工夫を重ねて本校の取組を広く周知していきたい。

・ＰＴＡ役員会、学校評議員会において説明した。
公表方法 ・保護者・地域には概要を学校だよりを通じて示した。

・外部には本校ホームページ上に掲載した。


